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A 

３次元フォトニックフラクタル創製のためのマクロからミクロレベルの構造設計および制御技術の

確立を目的として研究を展開している。まず、CAD/CAM プロセスを駆使したマイクロ光造形法を用

いて 81ｍｍから 810μｍまでのサイズの誘電体、金属およびそれらの複合材料で構成したフラクタル

の創製を実現している。さらに、作製したメンジャースポンジ構造のフラクタルおよび開発した電磁波

解析手法を用いて電磁波局在挙動の解明およびテラヘルツ波の局在効果等を確認するなど、学術的価値

の高い成果をあげており、ほぼ当初の研究目的を達成している。 
本研究成果については、情報通信、エネルギー、医療分野等におけるデバイス開発への波及効果が期

待されるため、今後の展開に期待したい。 
 
 
 
 
 
 
 

 


